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世界銀行のひとびと（World Bank，Share より）

第２章

世
界
銀
行
の
ひ
と
び
と



2425

第２章　世界銀行のひとびと

１　

リ
ン
・
ス
ク
ァ
イ
ア
ー
：
貧
困
問
題
の
研
究

　

世
銀
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
、「
貧
困
削
減
」
で
あ
り
、
二
〇
〇
〇
年
の
『
世
界
開
発
報
告
』
の
テ

ー
マ
は
、
貧
困
で
あ
っ
た
。
同
時
に
世
銀
は
「
二
〇
一
五
年
ま
で
に
貧
困
層
人
口
を
半
分
に
す
る
と
い
う

目
標
は
、
達
成
可
能
で
は
あ
る
が
難
し
い
」
と
発
表
し
た
（W

orld Developm
ent Report 2000

）。
そ

の
資
料
に
よ
れ
ば
、
一
日
一
ド
ル
以
下
の
所
得
の
人
々
は
、
一
二
億
人
で
あ
る
。
世
銀
総
裁
が
頻
繁
に
引

用
す
る
の
は
、
一
日
二
ド
ル
以
下
の
所
得
の
人
が
二
〇
〇
一
年
に
約
四
〇
億
人
お
り
、
人
類
の
三
分
の
二

が
貧
し
い
生
活
を
し
て
い
る
と
い
う
現
実
で
あ
る
。

　

所
得
分
配
に
関
し
て
は
、
有
名
な
ク
ズ
ネ
ッ
ツ
曲
線
が
あ
る
。
所
得
格
差
は
、
あ
る
国
が
経
済
成
長
す

る
に
つ
れ
て
大
き
く
な
り
、
あ
る
発
展
段
階
を
す
ぎ
る
と
逆
に
小
さ
く
な
る
。
所
得
格
差
を
縦
軸
に
と
り

時
間
を
横
軸
に
と
る
と
、
ク
ズ
ネ
ッ
ツ
曲
線
が
で
き
る
。
し
か
し
、
こ
の
説
は
正
し
く
な
い
場
合
が
あ
る

こ
と
を
発
見
し
た
の
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
デ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｇ
Ｄ
Ｎ
）
の
リ
ー
ダ

ー
で
あ
る
リ
ン
・
ス
ク
ァ
イ
ア
ー
（Lyn Squire
）
で
、
そ
れ
は
歴
史
的
な
分
析
で
あ
る
。
ス
ク
ァ
イ
ア

ー
が
有
名
な
の
は
一
九
九
〇
年
に
出
さ
れ
た
貧
困
に
関
す
る
『
世
銀
開
発
報
告
』
に
よ
っ
て
で
あ
り
、
こ
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れ
は
、
貧
困
に
関
す
る
歴
史
的
な
報
告
書
で
あ
る
。

　

ほ
と
ん
ど
の
世
銀
の
研
究
は
、
数
量
的
な
相
関
関
係
を
求
め
る
。
た
と
え
ば
、
エ
イ
ズ
の
患
者
の
数
が

増
え
る
と
経
済
成
長
率
が
小
さ
く
な
る
と
い
っ
た
分
析
で
あ
る
。
近
年
の
特
徴
は
、
ほ
と
ん
ど
の
分
析
が

貧
困
の
減
少
と
の
相
関
関
係
を
調
べ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
エ
イ
ズ
の
患
者
が
減
れ
ば
、

貧
困
が
減
る
と
い
う
関
係
で
あ
る
。

　

世
銀
の
開
発
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
と
し
て
、
市
場
機
能
を
利
用
し
て
貧
困
削
減
を
進
め
よ
う
と
す
る

考
え
方
は
、
こ
れ
ま
で
と
変
わ
ら
な
い
。
世
銀
の
役
割
は
、
政
府
や
制
度
の
能
力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と

で
あ
る
と
明
記
し
て
あ
る
。
一
九
九
〇
年
代
前
半
ま
で
流
行
し
た
「
構
造
調
整
」
と
い
う
テ
ー
マ
は
消

え
、
二
〇
〇
一
年
四
月
一
八
日
か
ら
の
「
開
発
経
済
年
次
世
銀
総
会
」
で
は
、
汚
職
の
誘
因
、
規
制
の
政

治
経
済
学
、
農
村
開
発
な
ど
が
テ
ー
マ
と
な
っ
た
。 

　

デ
ビ
ッ
ド
・
ダ
ラ
ー
と
ク
ラ
イ
（D

ollar and K
raay 2000

）
は
、
経
済
成
長
が
貧
困
の
解
決
に
有
効

で
あ
る
と
い
う
デ
ー
タ
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
議
論
に
な
る
と
貧
困
問
題
が
経
済
成
長
論
に
戻
る
こ
と
に

な
る
。
ダ
ラ
ー
に
つ
い
て
次
に
紹
介
す
る
。
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２　

デ
ビ
ッ
ド
・
ダ
ラ
ー
：
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
所
得
格
差

　

二
〇
〇
〇
年
五
月
一
〇
日
に
「
人
事
交
流
事
業
」
の
第
一
回
会
議
が
開
か
れ
た
。
会
議
の
冒
頭
で
ウ
ォ

ル
フ
ェ
ン
ソ
ン
総
裁
は
、
世
銀
と
民
間
企
業
と
の
協
力
を
何
度
も
訴
え
た
。
両
者
の
交
流
に
よ
る
人
材
育

成
な
く
し
て
、
途
上
国
の
経
済
成
長
は
な
い
。
ま
た
、
総
裁
は
、
世
界
の
途
上
国
の
貧
困
削
減
も
強
調
し

た
。

　

そ
こ
で
重
要
な
研
究
課
題
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
の
が
、「
経
済
成
長
と
貧
困
減
少
と
の
関
係
」
で
あ

る
。
こ
の
問
題
に
取
り
組
む
世
銀
の
学
者
と
い
え
ば
、
第
一
に
ダ
ラ
ー
で
あ
る
。
こ
こ
数
年
の
ダ
ラ
ー
の

研
究
は
、
総
裁
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で
あ
る
「
貧
困
削
減
」
と
世
銀
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
総
合
す
る

も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
三
段
階
に
分
け
て
説
明
し
よ
う
。

　

第
一
に
、
そ
の
重
要
な
研
究
は
、『
ア
セ
シ
ン
グ
・
エ
イ
ド
』（
一
九
九
八
年
）
に
始
ま
る
。
こ
の
本
は
、

ワ
シ
ン
ト
ン
の
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
通
り
に
あ
る
世
銀
ブ
ッ
ク
ス
ト
ア
ー
の
ベ
ス
ト
・
セ
ラ
ー
の
一
つ
で
あ

っ
た
。
そ
の
結
論
の
一
つ
が
、「
悪
い
政
策
を
採
る
国
へ
の
援
助
は
有
効
で
は
な
い
が
、
良
い
政
策
を
採

る
国
へ
の
援
助
は
効
果
的
で
あ
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
良
い
政
策
を
採
る
た
め
の
知



2627

第２章　世界銀行のひとびと

識
が
途
上
国
に
は
必
要
で
あ
り
、
ノ
レ
ッ
ジ
・
バ
ン
ク
（
知
識
銀
行
）
と
し
て
そ
の
知
識
を
提
供
す
る
世

銀
の
役
割
が
重
要
と
な
る
。
つ
ま
り
、
世
銀
が
ノ
レ
ッ
ジ
（
知
識
）
を
途
上
国
に
提
供
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
途
上
国
の
政
策
策
定
能
力
な
ど
を
高
め
る
役
割
で
あ
る
。
こ
の
役
割
が
、
い
わ
ゆ
る
「
キ
ャ
パ
シ
テ

ィ
ー
・
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
」（
能
力
構
築
）
で
あ
る
。

　

第
二
に
、
彼
の
次
の
結
論
は
、「
経
済
成
長
が
高
く
な
れ
ば
、
貧
困
層
の
所
得
も
高
く
な
る
」
と
い
う

も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
い
わ
ゆ
る
「
貧
困
と
成
長
の
関
係
」
の
議
論
に
一
石
を
投
じ
る
。
と
い
う
の
は
、

世
銀
の
援
助
で
開
発
が
進
み
、
経
済
が
成
長
し
て
も
、
貧
困
層
の
経
済
状
況
は
よ
く
な
ら
な
い
の
で
は
な

い
か
と
い
う
批
判
が
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
の
な
か
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
ダ
ラ
ー
は
、
一
人
当
た
り
成
長
率
と

所
得
階
層
が
二
〇
％
以
下
の
所
得
の
伸
び
率
に
正
の
相
関
が
あ
る
こ
と
を
発
見
し
た
。
つ
ま
り
、
経
済
が

成
長
す
れ
ば
、
貧
困
が
減
少
す
る
と
い
う
関
係
で
あ
る
。
こ
の
統
計
処
理
と
計
量
分
析
に
彼
の
セ
ン
ス
の

良
さ
が
う
か
が
わ
れ
る
。
し
か
し
、
日
本
で
は
こ
の
種
の
計
量
分
析
に
対
し
て
、
こ
の
統
計
的
関
係
を
裏

付
け
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
説
明
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
批
判
が
あ
る
。

　

第
三
に
、
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
話
に
な
る
と
問
題
に
な
る
の
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
所
得
格
差
の
関
係
で
あ

る
。
こ
こ
で
彼
は
、
貧
困
と
所
得
格
差
を
区
別
し
て
考
え
る
。
貧
困
と
は
、
具
体
的
に
は
一
日
の
所
得
が

二
ド
ル
以
下
の
層
で
あ
る
。
所
得
格
差
と
は
、
富
裕
層
と
貧
困
層
の
所
得
の
差
で
あ
る
。
通
常
は
自
分
の
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研
究
を
あ
ま
り
公
表
し
な
い
ダ
ラ
ー
が
当
時
進
め
て
い
た
研
究
内
容
に
ま
で
立
ち
入
っ
て
説
明
し
て
く
れ

た
。
今
後
の
研
究
課
題
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
三
つ
の
点
か
ら
把
握
す
る
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。
つ
ま
り
、

⑴
財
の
貿
易
、
⑵
直
接
投
資
の
移
動
、
⑶
間
接
金
融
資
本
の
移
動
で
あ
り
、
こ
れ
ら
が
所
得
格
差
に
及
ぼ

す
影
響
を
み
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
所
得
格
差
を
二
つ
の
指
標
で
と
ら
え
る
。
一
つ
が
家
計
所
得
で
み

た
格
差
、
も
う
一
つ
が
賃
金
で
み
た
格
差
で
あ
る
。
彼
は
、
こ
れ
ら
の
二
つ
の
指
標
で
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に

よ
り
所
得
格
差
が
拡
大
し
た
の
か
縮
小
し
た
の
か
に
つ
い
て
の
結
論
が
異
な
る
と
予
測
す
る
。
グ
ロ
ー
バ

ル
化
に
よ
り
個
々
人
の
高
賃
金
と
低
賃
金
の
格
差
は
広
が
っ
て
い
て
も
家
計
所
得
で
み
た
高
所
得
層
と
低

所
得
層
の
所
得
格
差
が
広
が
っ
て
い
な
い
可
能
性
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
一
般
的
に
い
わ
れ
る
グ
ロ
ー
バ
ル

化
が
富
裕
層
と
貧
困
層
の
所
得
格
差
を
拡
大
す
る
と
い
う
通
説
を
家
計
所
得
の
観
点
か
ら
覆
す
も
の
で
あ

る
。
と
も
あ
れ
情
報
技
術
（
Ｉ
Ｔ
）
革
命
が
、
所
得
格
差
を
広
げ
る
の
か
、
縮
め
る
の
か
、
こ
れ
が
重
要

な
研
究
課
題
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
と
く
に
、
世
銀
な
ど
の
国
際
機
関
が
民
間
企
業

と
協
力
し
て
い
く
と
き
に
問
題
と
な
る
。
彼
は
世
銀
の
最
大
の
問
題
に
挑
戦
し
て
い
る
。
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３　

ウ
イ
リ
ア
ム
・
イ
ー
ス
タ
リ
ー
：
経
済
成
長

　

二
〇
〇
〇
年
当
時
に
世
銀
で
世
界
的
に
著
名
な
学
者
の
一
人
が
、
ウ
イ
リ
ア
ム
・
イ
ー
ス
タ
リ
ー
で
あ

っ
た
。
経
済
成
長
の
分
野
で
の
貢
献
は
、
一
九
九
〇
年
代
に
「
政
治
経
済
と
成
長
」
の
関
係
を
計
量
的
に

分
析
し
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
た
と
え
ば
サ
マ
ー
ズ
元
米
国
財
務
長
官
と
共
同
執
筆
の
「
成
長
は
、

良
い
政
策
の
お
か
げ
、
た
だ
の
好
運
？
」
と
い
う
論
文
に
あ
る
（Easterly and others 1993

）。

　

彼
は
、
世
銀
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
が
貧
困
削
減
で
あ
る
な
か
で
、
そ
の
た
め
の
自
由
市
場
、
自
由
貿

易
、
経
済
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
重
要
性
を
説
き
つ
づ
け
て
き
た
。
ま
た
、
債
務
救
済
は
、
一
国
に
実
施
す

れ
ば
、
そ
の
国
は
再
び
そ
れ
を
期
待
し
、
他
の
国
も
債
務
を
払
わ
な
く
な
る
の
で
す
べ
き
で
は
な
い
と
主

張
す
る
。
い
わ
ゆ
る
モ
ラ
ル
・
ハ
ザ
ー
ド
の
問
題
で
あ
る
。

　

二
〇
〇
〇
年
だ
け
の
研
究
に
限
定
し
て
も
、
経
済
成
長
に
関
す
る
論
文
は
多
く
、
そ
の
結
論
も
興
味
深

い
も
の
で
あ
る
。
列
挙
し
て
み
よ
う
。
経
済
成
長
率
の
各
国
の
違
い
は
、
資
本
蓄
積
の
違
い
で
は
説
明
で

き
な
い
。
資
本
蓄
積
は
継
続
し
て
い
る
が
、
経
済
成
長
は
バ
ラ
バ
ラ
で
あ
る
。
各
国
の
成
長
は
、
収
束
す

る
と
い
う
よ
り
は
格
差
が
広
が
っ
て
い
る
。
技
術
に
対
す
る
収
穫
逓
増
が
あ
り
、
貧
し
い
国
は
貧
し
い
ま
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ま
で
、
富
め
る
国
は
ま
す
ま
す
豊
か
に
な
っ
て
い
る
。
と
も
あ
れ
通
説
に
対
す
る
イ
ー
ス
タ
リ
ー
の
反
論

は
、
今
後
の
研
究
の
大
い
な
る
参
考
と
な
る
。

　

ま
た
、「
失
わ
れ
た
二
〇
年
、
そ
し
て
来
る
べ
き
ブ
ー
ム
」
と
い
う
論
文
が
あ
る
（Easterly 2000a

）。

途
上
国
の
成
長
は
、
一
九
八
〇
年
代
と
一
九
九
〇
年
代
を
通
じ
て
停
滞
し
て
い
た
。
そ
の
理
由
は
、
Ｏ
Ｅ

Ｃ
Ｄ
諸
国
の
成
長
率
が
低
か
っ
た
こ
と
と
高
金
利
の
せ
い
で
あ
る
。
途
上
国
の
成
長
は
、
こ
れ
ら
の
外
的

要
因
で
決
ま
る
。
し
た
が
っ
て
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
高
成
長
が
見
込
ま
れ
る
次
の
一
〇
年
は
、
途
上
国
の
展
望

も
明
る
い
と
イ
ー
ス
タ
リ
ー
は
言
う
。
た
だ
し
、
重
要
な
点
は
、
こ
の
明
る
さ
を
享
受
で
き
る
国
は
、
良

い
政
策
を
採
る
国
に
限
ら
れ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

　

イ
ー
ス
タ
リ
ー
の
貧
困
と
成
長
の
関
係
は
、「
国
際
機
関
援
助
、
成
長
、
そ
し
て
貧
困
減
少
」
と
い
う

論
文
に
ま
と
め
ら
れ
た
（Easterly 2000b

）。
彼
の
経
済
成
長
の
分
析
は
、
途
上
国
が
良
い
政
策
を
と
っ

て
い
る
か
、
貧
困
減
少
と
ど
う
関
係
し
て
い
る
か
を
気
に
し
つ
つ
も
、
通
説
を
く
つ
が
え
す
実
証
分
析

を
積
み
重
ね
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
成
果
は
二
〇
〇
二
年
に
一
冊
の
本
と
な
っ
て
出
版
さ
れ
た
（Easterly 

2002

）。
こ
の
本
を
出
版
し
た
後
、
イ
ー
ス
タ
リ
ー
は
ワ
シ
ン
ト
ン
の
研
究
所
に
移
っ
た
。
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４　

柴
田
勉
：
金
融
危
機
へ
の
対
応
と
健
全
な
金
融
シ
ス
テ
ム

　

金
融
危
機
へ
の
対
応
と
健
全
な
金
融
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
研
究
を
紹
介
し
よ
う
。
一
九
九
〇
年
代
は

通
貨
危
機
の
連
続
で
あ
っ
た
。
一
九
九
二
年
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
一
九
九
四
年
メ
キ
シ
コ
、
一
九
九
七
年
ア
ジ

ア
、
一
九
九
八
年
ロ
シ
ア
、
一
九
九
九
年
ブ
ラ
ジ
ル
で
発
生
し
た
。
一
九
九
八
年
秋
に
は
世
界
恐
慌
の
到

来
す
ら
危
惧
さ
れ
た
。

　

世
界
銀
行
研
究
所
の
経
済
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
柴
田
勉
は
、
通
貨
危
機
の
連
続
し
た
一
九
九
〇
年
代
を
概

観
し
つ
つ
、
金
融
シ
ス
テ
ム
の
健
全
な
あ
り
方
を
検
討
す
る
論
文
（“T

he Role of the Sound Financial 

System
 for the Econom

ic Grow
th ”

〈「
経
済
成
長
の
た
め
の
健
全
な
金
融
シ
ス
テ
ム
の
あ
り
方
」〉）
を
発

表
し
た
（Shibata 2000

）。
レ
ビ
ン
と
ゼ
ル
ボ
ス
（Levine and Zervos 1998

）
は
経
済
成
長
の
た
め
に

「
銀
行
シ
ス
テ
ム
」
と
「
資
本
市
場
」
の
両
方
が
必
要
だ
と
い
う
が
、
柴
田
は
銀
行
シ
ス
テ
ム
だ
け
で
も

十
分
だ
と
主
張
す
る
。
途
上
国
は
、
資
本
市
場
の
一
つ
で
あ
る
株
式
市
場
が
発
達
し
て
い
な
い
国
が
ほ
と

ん
ど
で
、
銀
行
シ
ス
テ
ム
だ
け
に
頼
ら
ざ
る
を
え
な
い
現
状
が
あ
る
。
日
本
の
メ
イ
ン
バ
ン
ク
・
シ
ス
テ

ム
は
、
銀
行
が
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
機
能
を
も
ち
、
銀
行
シ
ス
テ
ム
だ
け
で
成
長
し
た
時
期
も
あ
っ
た
。
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柴
田
は
ま
た
、
ア
ジ
ア
諸
国
に
お
い
て
株
式
市
場
が
発
達
し
な
か
っ
た
の
は
文
化
的
な
土
壌
の
せ
い
で

は
な
く
、
経
済
発
展
段
階
に
よ
る
と
論
じ
る
。
あ
る
段
階
で
は
、
中
小
企
業
に
対
し
て
政
府
が
融
資
す
る

政
策
金
融
も
必
要
で
あ
る
。
銀
行
シ
ス
テ
ム
し
か
存
在
し
な
い
状
況
で
は
、
健
全
な
金
融
シ
ス
テ
ム
を
構

築
せ
ざ
る
を
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
議
論
に
決
着
は
つ
い
て
い
な
い
。

　

一
九
九
〇
年
代
に
は
、
ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
の
動
き
が
と
く
に
活
発
と
な
っ
た
。
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
ラ
マ
ス
ク
ミ

ー
と
サ
ミ
エ
ル
は“T

he Y
en-D

ollar Rate: H
ave Interventions M

attered? ”

（「
日
本
の
為
替
介
入

は
有
効
だ
っ
た
か
」）（Ram

asw
am

y and Sam
iel 2000

）
を
、
世
銀
の
カ
ミ
ン
ス
キ
ー
ら
は“M

anagers, 
Investors and Crises: M

utual Fund Strategies in Em
erging M

arkets ”

（「
新
興
市
場
へ

の
ミ
ュ
ー
チ
ュ
ア
ル
・
フ
ァ
ン
ド
戦
略
」）（K

am
insky and others 2000

）、
ク
ラ
イ
ら
は“Country 

Portfolios ”

（「
国
家
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
戦
略
」）（K

raay and others 2000

）
を
テ
ー
マ
に
研
究
論
文

を
準
備
し
た
が
、
こ
う
し
た
研
究
を
通
じ
て
も
、
ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
の
管
理
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
明

確
な
解
決
策
が
得
ら
れ
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
地
震
の
予
測
と
同
じ
よ
う
に
永
遠
に
解
決
は
で
き

な
い
の
で
は
な
い
か
と
私
に
は
思
わ
れ
る
。

　

経
済
学
の
教
科
書
に
は
「
金
融
機
関
に
は
ル
ー
ル
、
透
明
性
、
監
視
（
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
）
が
必
要

で
あ
る
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
短
期
資
本
の
移
動
を
禁
止
し
、
銀
行
の
監
視
を
強
化
し
て
も
、
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バ
ブ
ル
や
金
融
危
機
は
発
生
す
る
。
人
に
お
金
に
対
す
る
欲
望
が
あ
る
か
ぎ
り
、
バ
ブ
ル
は
起
こ
り
、
バ

ブ
ル
は
崩
壊
し
、
歴
史
は
そ
れ
を
繰
り
返
す
。
そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
た
う
え
で
の
「
危
機
へ
の
処
方
箋
」

に
関
す
る
研
究
が
求
め
ら
れ
る
。

テ
ロ
攻
撃
の
打
撃

コラム　５

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
テ
ロ
攻
撃
に
よ
る
経
済
的
打
撃
は
大
き
か
っ
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ
行
く
日

本
人
客
は
、
九
〇
％
減
っ
た
と
言
わ
れ
た
。
ま
た
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
客
が
大
幅
に
減
少
し
、
中

止
に
追
い
込
ま
れ
る
も
の
も
で
た
。
そ
れ
ま
で
の
人
気
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
は「
ラ
イ
オ
ン
・
キ
ン
グ
」

で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
日
本
漫
画
の
ジ
ャ
ン
グ
ル
大
帝
を
基
に
し
た
と
い
わ
れ
る
。
一
九
九
〇
年

代
に
始
ま
っ
た
ア
メ
リ
カ
の
好
景
気
は
、
こ
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
人
気
と
並
行
し
て
い
る
よ
う
に

思
え
た
。
一
時
期
は
、
二
年
ぐ
ら
い
待
た
な
い
と
切
符
も
手
に
入
ら
な
い
と
言
わ
れ
た
が
、
二
〇

〇
一
年
テ
ロ
攻
撃
の
後
に
は
客
が
減
少
し
た
た
め
に
ラ
イ
オ
ン
・
キ
ン
グ
の
公
演
は
二
日
に
一
回

と
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
。
ち
な
み
に
ラ
イ
オ
ン
・
キ
ン
グ
に
代
わ
っ
て
人
気
が
で
た
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
は
、「
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
」
で
あ
る
。
そ
し
て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
客
を
戻
す
た
め
に
と

っ
た
策
は
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
出
演
者
全
員
が
タ
イ
ム
ズ
広
場
で
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ニ
ュ
ー
ヨ
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５　

経
済
成
長
と
貧
困
問
題
の
関
心
の
サ
イ
ク
ル

　

カ
ン
ブ
ー
ル
と
ビ
ノ
ス
（K

anbur and V
ines 2000

）
は
、
戦
後
の
貧
困
問
題
に
対
す
る
社
会
的
関
心

に
は
サ
イ
ク
ル
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ
の
指
摘
は
、
二
一
世
紀
に
お
け
る
援
助
の
あ
り
方
を
議
論

す
る
う
え
で
と
く
に
重
要
で
あ
る
。
こ
の
指
摘
に
従
っ
て
説
明
し
よ
う
。

　

つ
ま
り
、
第
一
期
の
一
九
四
五
年
か
ら
一
九
五
五
年
ま
で
は
、
経
済
成
長
が
貧
困
問
題
を
改
善
さ
せ
る

と
い
う
ト
リ
ク
ル
・
ダ
ウ
ン
と
い
う
考
え
方
が
支
配
的
で
あ
っ
た
。
ト
リ
ク
ル
・
ダ
ウ
ン
効
果
と
は
、
経

済
全
体
を
成
長
さ
せ
れ
ば
、
そ
の
効
果
が
時
間
の
経
過
と
も
に
貧
困
層
に
も
浸
透
し
て
貧
困
が
解
消
さ
れ

る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
が
正
し
け
れ
ば
、
経
済
成
長
の
み
を
考
慮
し
て
お
け
ば
貧
困
は
お
の
ず
と
解
消
さ

ー
ク
」
を
歌
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
ホ
テ
ル
も
客
室
が
空
き
、
値
段
が
下
が
り
、
大
打
撃
を

受
け
た
。
ワ
シ
ン
ト
ン
で
は
、
一
泊
二
ド
ル
（
二
四
〇
円
）
の
ホ
テ
ル
が
出
現
し
た
り
、
休
業
し

て
改
装
に
は
い
る
ホ
テ
ル
も
で
た
。
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れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
当
時
に
お
い
て
低
成
長
の
わ
な
が
問
題
と
な
り
、
こ
の
わ
な
か
ら
抜
け
出
す
こ

と
が
で
き
な
い
国
が
多
か
っ
た
。
こ
こ
か
ら
抜
け
出
す
こ
と
が
で
き
さ
え
す
れ
ば
貧
困
問
題
は
解
決
す
る
。

し
た
が
っ
て
、
貧
困
の
悪
循
環
か
ら
成
長
軌
道
へ
脱
皮
す
る
こ
と
が
課
題
と
さ
れ
、
貧
困
問
題
の
改
善
の

た
め
に
ビ
ッ
グ
・
プ
ッ
シ
ュ
が
必
要
で
あ
る
と
い
わ
れ
た
。

　

第
二
期
は
、
一
九
五
五
年
か
ら
一
九
八
〇
年
ま
で
で
あ
り
、
経
済
成
長
が
、
貧
困
層
と
富
裕
層
を
生
み
、

所
得
格
差
を
拡
大
さ
せ
る
こ
と
を
問
題
と
し
た
。
こ
れ
が
ク
ズ
ネ
ッ
ツ
の
仮
説
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

こ
の
時
期
は
、
貧
困
問
題
の
改
善
が
課
題
と
さ
れ
、
こ
の
貧
困
問
題
を
解
決
す
る
た
め
生
活
に
必
要
な
基

礎
物
資
を
貧
困
層
に
援
助
し
た
。
た
だ
し
、
単
に
基
礎
物
資
を
援
助
し
て
も
、
そ
れ
は
一
回
限
り
の
生
活

を
救
う
効
果
し
か
な
い
。
こ
れ
が
後
の
反
省
点
と
な
っ
た
。

　

第
三
期
は
、
一
九
八
〇
年
か
ら
一
九
九
五
年
ま
で
で
あ
り
、
ク
ズ
ネ
ッ
ツ
の
仮
説
が
疑
問
視
さ
れ
は
じ

め
た
。
単
に
基
礎
物
資
を
援
助
し
て
い
て
も
援
助
を
受
け
る
国
の
経
済
効
率
は
悪
く
な
る
ば
か
り
で
あ
り
、

限
り
な
く
援
助
を
し
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
避
け
る
に
は
、
経
済
の
効
率
を
上
げ
、
成
長
す

る
こ
と
が
重
要
と
考
え
ら
れ
、
経
済
成
長
を
促
進
さ
せ
る
た
め
に
構
造
調
整
が
実
施
さ
れ
た
。
統
制
価
格

が
撤
廃
さ
れ
、
為
替
レ
ー
ト
が
自
由
化
さ
れ
、
金
利
が
自
由
化
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
市
場
経
済
化
が
進
行

し
た
。
つ
ま
り
、
多
く
の
途
上
国
は
こ
の
時
期
に
市
場
経
済
化
を
進
め
、
経
済
自
由
化
も
進
行
し
た
。
こ
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の
考
え
方
が
「
ワ
シ
ン
ト
ン
・
コ
ン
セ
ン
サ
ス
」
と
呼
ば
れ
た
。
こ
れ
は
第
６
章
で
詳
し
く
説
明
す
る
。

　

第
四
期
は
一
九
九
五
年
以
降
で
、
貧
困
問
題
と
経
済
的
不
平
等
が
再
び
問
題
視
さ
れ
は
じ
め
た
。
こ
の

時
期
に
お
け
る
経
済
学
の
議
論
で
は
、
健
康
や
教
育
が
生
産
性
や
経
済
成
長
に
影
響
し
、
健
康
や
教
育
に

投
資
す
る
と
生
産
性
が
向
上
し
、
マ
ク
ロ
経
済
も
成
長
す
る
と
さ
れ
た
。
こ
の
説
明
に
は
、
経
済
学
の
内

生
成
長
モ
デ
ル
が
貢
献
し
た
。

　

ま
た
、
経
済
自
由
化
で
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
み
、
市
場
経
済
化
が
進
行
し
、
不
平
等
が
激
化
し
て
い
る

と
も
議
論
さ
れ
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
、
Ｉ
Ｔ
の
発
達
に
よ
り
加
速
化
し
、
Ｅ
メ
ー
ル
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
活
用
で
情
報
の
普
及
は
安
い
コ
ス
ト
で
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
所
得
格
差
へ
の
影
響
は
、
デ
ジ

タ
ル
・
デ
バ
イ
ド
と
い
う
言
葉
に
集
約
さ
れ
て
い
る
。
Ｉ
Ｔ
技
術
を
活
用
で
き
る
人
と
で
き
な
い
人
と
の

格
差
が
広
が
り
、
貧
困
問
題
へ
の
関
心
も
高
ま
っ
た
。
貿
易
の
自
由
化
は
、
世
界
貿
易
機
関
（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）

で
進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
会
合
の
た
び
に
反
対
運
動
の
デ
モ
が
あ
る
。
こ
の

不
平
等
を
是
正
す
る
た
め
に
一
九
九
五
年
に
世
銀
の
総
裁
に
就
任
し
た
ウ
ォ
ル
フ
ェ
ン
ソ
ン
は
、
経
済
の

効
率
化
を
進
め
る
と
と
も
に
貧
困
の
問
題
に
も
対
処
し
た
。

　

さ
て
、
こ
の
よ
う
に
「
貧
困
削
減
重
視
」
と
「
成
長
重
視
」、
に
は
、
サ
イ
ク
ル
が
あ
る
。
開
発
経
済

に
は
こ
の
よ
う
な
対
立
す
る
考
え
方
が
い
く
つ
か
あ
る
。
そ
れ
を
理
解
す
る
と
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
世
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の
中
の
動
き
が
と
ら
え
や
す
く
な
る
。
⑴
「
公
平
重
視
」
と
「
効
率
重
視
」、
と
い
う
視
点
も
貧
困
重
視

と
成
長
重
視
に
あ
る
程
度
は
対
応
す
る
。
従
来
、
経
済
学
は
、
公
平
の
観
点
は
経
済
学
で
は
分
析
で
き
な

い
と
し
て
あ
き
ら
め
て
き
た
。
し
か
し
、
貧
困
削
減
が
問
題
に
な
り
、
こ
の
点
は
大
き
く
変
化
し
、
公
平

の
観
点
を
重
視
す
る
よ
う
に
な
っ
た
（
第
５
章
で
詳
説
）。

　

効
率
を
重
視
し
た
際
に
政
府
の
役
割
と
民
間
の
役
割
を
ど
う
考
え
る
か
に
よ
っ
て
、
⑵
「
産
業
政
策
」

と
「
自
由
競
争
」、
と
い
う
二
つ
の
考
え
方
が
出
て
く
る
。
産
業
政
策
は
、
政
府
の
役
割
を
大
き
く
考
え
、

自
由
競
争
は
で
き
る
だ
け
自
由
に
競
争
さ
せ
る
こ
と
を
考
え
る
。
第
８
章
で
説
明
す
る
よ
う
に
一
九
九
七

年
の
ア
ジ
ア
通
貨
危
機
の
後
は
自
由
競
争
が
優
勢
に
な
っ
て
い
る
。

　

以
上
の
⑴
と
⑵
の
考
え
方
に
お
け
る
二
つ
の
軸
の
動
き
を
理
解
す
れ
ば
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
経
済
の
動
き

が
理
解
で
き
る
。
つ
ま
り
、「
自
由
競
争
」
が
基
本
で
あ
る
こ
と
と
「
公
平
重
視
」
を
考
慮
す
る
こ
と
で

あ
る
。
そ
の
点
を
本
書
で
は
、
世
銀
の
考
え
方
か
ら
説
明
し
て
み
た
い
。
少
し
で
も
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
動

き
が
伝
わ
れ
ば
と
考
え
る
。
な
お
、
開
発
経
済
と
世
銀
の
援
助
政
策
の
関
係
を
表
に
す
れ
ば
表
１
の
よ
う

に
な
る
。
世
界
経
済
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
①
管
理
型
経
済
、
そ
の
行
き
づ
ま
り
に
よ
る
②
自
由
化

政
策
、
そ
し
て
技
術
進
歩
も
あ
っ
て
③
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
ん
だ
。
こ
う
し
た
状
況
下
で
、
援
助
政
策
は
、

①
輸
入
代
替
、
②
構
造
調
整
、
③
貧
困
削
減
へ
と
変
化
し
た
。
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表
１
　
世
界
経
済
と
開
発
援
助
政
策
の
変
化

世
界

経
済

世
銀

の
開

発
援

助
政

策
日

本
の

開
発

援
助

政
策

第
二

次
世

界
大

戦
後

①
管

理
型

経
済

政
策

①
輸

入
代

替
工

業
化

政
策

①
ア

ジ
ア

，
イ

ン
フ

ラ
1980年

代
ビ

ッ
グ

バ
ン

政
策

②
自

由
化

政
策

レ
ー

ガ
ン

大
統

領
，

サ
ッ

チ
ャ

ー
首

相
，

中
曽

根
首

相

②
構

造
調

整
政

策
コ

ン
デ

ィ
シ

ョ
ナ

リ
テ

ィ
ー

ウ
ォ

ル
フ

ェ
ン

ソ
ン

総
裁

（
1995年

）

②
世

銀
と

の
協

調
融

資
，

イ
ン

フ
ラ

1990年
代

Ｉ
Ｔ

革
命

③
グ

ロ
ー

バ
ル

化
計

画
経

済
か

ら
市

場
経

済
デ

ジ
タ

ル
・

デ
バ

イ
ド

貧
富

の
差

の
顕

在
化

③
貧

困
削

減
戦

略
ペ

ー
パ

ー

包
括

的
開

発
フ

レ
ー

ム
ワ

ー
クミ

レ
ニ

ア
ム

開
発

ゴ
ー

ル

③
社

会
セ

ク
タ

ー
，

制
度

改
革

，
イ

ン
フ

ラ
（

能
力

構
築

）

1991年
湾

岸
戦

争
2001年

９
月

11日
同

時
多

発
テ

ロ
2003年

イ
ラ

ク
戦

争

　（
出

所
）　

筆
者

作
成

。




